
 

令和７年度 宮城教育大学学校推薦型選抜 

 

専攻別課題 

【初等教育専攻】 

問題冊子 

令和６年１１月２３日 午前９時４５分 ～ １１時１５分 

 

 

注意事項 

 

１．問題冊子は表紙を含めて３枚、資料は表紙を含めて４枚です。問題は全２問です。

試験開始の合図があるまで、問題冊子を開かないでください。 

２．解答用紙は合計２枚です。問題の解答は、解答用紙の所定の欄に、必ず黒鉛筆

またはシャープペンシルを用いて記してください。 

３．問題冊子、資料、解答用紙に印刷不鮮明の箇所があった場合には申し出てくださ

い。 

４．解答の下書き用に、白紙の下書き用紙を２枚配付します。適宜活用してください。 

５．問題冊子、資料、ならびに、下書き用紙は回収しません。 
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問１ 

 資料１は、ベネッセ教育総合研究所が全国の小中高校の教員を対象に実施した学習指導に関

するアンケート調査の結果をまとめた図の一部である。この資料 1 から読み取れる「2020～2023

年の小学校にみられる授業のあり方と課題」について述べなさい。 

 

 

問２ 

 資料 2 は、認知科学の視点から「学び」について述べた、今井むつみ『学びとは何か ─〈探

究人になるために〉』（岩波書店、2016 年）からの引用である。あなたが、資料 2 に示された

見解を踏まえながら（ただし、必ずしも著者の考えに全面的に賛同する必要はない）、小学校

の学級担任として「探究型の授業」を行う場合、どのような授業を行うか。自らが実践する授

業の内容や方法等について具体的に述べなさい。 
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資料 1 以下、ベネッセ教育総合研究所 『小中高校の学習指導に関する調査 2023』 ダイジェスト版 2024 年 17～18・31 頁より引用。 

※質問項目は、2021 年に、わかりやすさを考慮し、比較できる範囲内で文言の変更を行っている。 
※「児童・生徒が興味・関心に合った内容を自分で選んで学習する」「明らかな解決法が存在しない課題

に取り組む」「批判的に考える必要がある課題に取り組む」は 2020 年～2022 年は尋ねていない。 
※「よく行っている」＋「ときどき行っている」の％。 

※【調査概要】 
（ 『小中高校の学習指導に関する調査 2023』4～5 頁参照）  

●調査機関：ベネッセ教育総合研究所 
●調査テーマ：GIGA スクール構想 3 年目における小・中・高校の学習指導の実態

と教員の意識 
●調査時期：2023 年 8 月末～9 月中旬 

（図 2 には 2020～2022 年に実施した同様の調査結果についても記
載されており、４年分の結果が記されている項目については、上から
2020 年、2021 年、2022 年、2023 年の順番に掲載されている。
なお、矢印（→）は 2020 年から 2023 年に向けられている。） 

●抽出方法・条件 
学校抽出：全国の小学校、中学校、高等学校のリストより、都道府県の教員数に 

応じた抽出確率で無作為に抽出 
 教員抽出：小学校は学級担任をしている教員が調査対象 
 
※「資料 1」には小学校の調査結果のみ掲載 
※学校および教員の有効回収数は以下の通り 
  小学校：2020 年（450 校）、2021 年（737 校）、 

2022 年（932 校）、2023 年（943 校） 
  小学校教員：2020 年（1218 人）、2021 年（2125 人）、 

2022 年（2884 人）、2023 年（3012 人） 
※「小学校低学年」は小学 1～3 年生、「小学校高学年」は小学 4～6 年生の学級

担任をしている教員による回答を表している。 
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※質問項目は、2021 年に、わかりやすさを考慮し、比較できる範囲内で文言の変更を行っている。 
※「地域の人や専門家の意見を聞く」は 2020 年～2022 年は尋ねていない。 
※「学んだことの振り返りをする」は、2020 年～2022 年は「振り返ることを取り入れる」と尋ねている。 
※「よく行っている」＋「ときどき行っている」の％。  ※①、②、③は、2023 年の比率の上位 1～3 位を示している。 

※「とても高まっている」＋「まあ高まっている」の％。 
※小学校の降順に並べている。学校段階ごとに、比率が高いものから順に①～⑤をつ

けている。 
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資料 2 以下、今井むつみ『学びとは何か─〈探究人になるために〉』（岩波書店、2016 年）144～147・162～
165・216～220 頁より引用。なお、本文中の「図 6-1」はドネルケバブの写真であるが、ここでは省略した。 
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※なお、「敷衍」とは、意味・趣旨などをおし広げて詳しく述べること、たとえ
などを用いてやさしく述べることである。 
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令和７年度宮城教育大学学校推薦型選抜 
 

 

 

 

 

専攻別課題 

【特別支援教育専攻】 

問題冊子 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１１月２３日午前９時４５分～11時１５分 

 

＜注意事項＞ 

１．問題冊子は表紙を含めて４枚です。試験開始の合図があるまでは問題冊子をひ

らいてはいけません。 

２．解答は、問題用紙とは別の解答用紙に記入してください。 

３．解答用紙は２枚です。問題の解答は、解答用紙の所定の欄に、必ず黒鉛筆また

はシャープペンシルを用いて記入してください。 

４．問題冊子・解答用紙の印刷に不鮮明な箇所があった場合には申し出てください。 

５．解答の下書き用に白紙の下書き用紙を２枚配付します。適宜活用してください。

下書き用紙は回収しません。 

６．問題文中に、「〇字以内」という字数提示がある場合、字数には句読点も含まれ

ます。 

 

 



次の資料は、独立行政法人日本学生支援機構が、令和５年度（２０２３年度）における大学、短期

大学及び高等専門学校（以下、大学等）における障害のある学生の修学支援に関する実態調査の

結果を概要として示したものである。この資料を読んで後の問いに答えなさい。 

 

独立行政法人日本学生支援機構では、全国の大学、短期大学及び高等専門学校を対象に、障

害学生の修学支援に関する実態調査を実施した。 

Ⅰ 調査概要 

１．目的：障害学生の今後の修学支援に関する方策を検討する上で、全国の大学、短期大学及び

高等専門学校における障害学生の状況及びその支援状況について把握し、障害学生の修学支

援の充実に資する。 

２．対象：大学（専門職大学、大学院、大学院大学及び専攻科を含む。）、短期大学（大学内に短期

大学部を有している場合及び専門職短期大学、専攻科を含む。）及び高等専門学校（専攻科を

含む。） 

３．調査方法：悉皆調査（調査する対象を一部ではなくすべて調査する全数調査のこと） 

４．調査期日：令和 ５年５月１日現在 

５．基本情報：全学校数１, １６８校、全学生数３, ２４７, ２１２人 

 

Ⅱ主な調査結果 

○障害学生数と障害学生在籍率 

令和５年５月１日現在の障害学生数は５８,１４１人で前年度から ８,４６９ 人の増となった。 

また、障害学生在籍率は１.７９％で前年度から０.２６ ポイント増加した。 



○障害種別の障害学生数 

令和５年度の障害種別の障害学生数について、「精神障害」が １８,９４３人と最も多く、 

次いで「病弱・虚弱」が１５,１８１人、「発達障害」が１１,７０６人となっている。 

 

 

 
 

 

※１ 聴覚・言語障害（２,２５５人）における「聴覚障害」の学生は２,１８３名（９７％）である。 

※２ 知的障害の学生は、精神障害（１８,９４３人）における「統合失調症等」「気分障害」「神経症性

障害等」「摂食障害・睡眠障害等」「他の精神障害」のうち「他の精神障害」（３,５５９人、１９％）

に含まれている。 

 

出典：独立行政法人日本学生支援機構（２０２４）「令和 5 年度（2023 年度）大学、短期大学及び高等専

門学校における障害のある学生の修学支援に関する実態調査」結果の概要について（一部改変） 

https://www.jasso.go.jp/statistics/gakusei_shogai_syugaku/__icsFiles/afieldfile/2024/08/06/2023_press.

pdf （最終閲覧日：2024年10月8日） 

（※１） 

（※２） 



問題１  

資料内にある障害種のうち、特別支援教育における視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自

由者又は病弱者（身体虚弱者を含む） の５障害領域のどれかを一つ選んで、 

（１） それはどのような障害なのか、 

（２） その障害に応じた必要な支援がない場合は日常生活の場面と授業場面でどのような問題が起

きうるのか、 

（３） そのために大学等における障害学生支援ではどのような支援が必要になると考えるのか、 

の３点について４００字以内で述べなさい。 

 

 

 

 

 

  

 

問題２  

資料では、障害学生在籍率が増加傾向であることが示されている。一方で、下の枠内にあるよう

な結果も明らかになっている。障害学生支援率が５５.０％となっている背景の１つとして、障害学生

は、周囲から見て明らかに支援がないと授業に参加できないにもかかわらず、自ら大学等に支援を

申し出ることをしない問題が現在も生じている。 

資料内にある障害種のうち、特別支援教育における視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自

由者又は病弱者（身体虚弱者を含む） の５障害領域のどれかを一つ選び、自ら大学等に申し出な

い問題について考えられる背景を多角的に考えて、４００字以内で述べなさい。なお、問題１で選ん

だ障害種と重複してもかまわない。 

 

 

○障害学生（※３）数(５８,１４１人)のうち支援障害学生（※４）数は３２,００２人で、前年度(２７, １２１

人)より４,８８１人の増。 

○障害学生(５８,１４１人)に占める支援障害学生の割合(障害学生支援率)は５５.０％で、前年度(５

４.６％)より０.４ポイントの増。 

 

※３ 「障害学生」とは、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳を有している学生

又は健康診断等において障害があることが明らかになった学生(重複する場合は実数)。 

※４ 「支援障害学生」とは、学校に支援の申出があり、それに対して学校が何らかの支援を行なっ 

ている障害学生(今年度中の支援予定を含む)。 

 

出典：独立行政法人日本学生支援機構（２０２４）「令和 5 年度（2023 年度）大学、短期大学及び高等専

門学校における障害のある学生の修学支援に関する実態調査結果報告書」 

https://www.jasso.go.jp/statistics/gakusei_shogai_syugaku/__icsFiles/afieldfile/2024/08/14/2023_houko

ku_2.pdf  （最終閲覧日：2024年10月8日） 

 



 

令和７年度 宮城教育大学学校推薦型選抜 

 

集団面接 

【初等教育専攻】 

問題冊子 

令和６年１１月２３日 午後１時００分 ～ ４時００分 

 

 

注意事項 

 

１．問題冊子は表紙を含めて３枚です。試験開始の合図があるまで、問題冊子を開かないでください。 

２．解答用の画用紙は合計３枚です。 

３．問題冊子に印刷不鮮明の箇所があった場合には申し出てください。 

４．下書き・メモ用に、白紙の下書き用紙を５枚配付します。適宜活用してください。問題冊子、集団面接実施方法、 

下書き用紙は回収しません。



令和７年度 宮城教育大学学校推薦型選抜 

 

集団面接（初等教育専攻） 

 

 集団面接は３つのパートに分かれています。資料を読んで課題に取り組んでください。 

 

 資料は「環境省 図で見る環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書 平成２７年版」から抜粋したものです 

（資料１１ 、２２ ）（全２ページ）。 

 

第１パート  

課題１ 

 資料１１ を読み、人口１００万人以上の都市に対して、その他の地方が抱える問題とその背景について、あなたの考えを   

画用紙の１枚目に簡単にまとめてください。 

 また、資料２２ を読み、東京圏における転入・転出超過の推移から読み取れる変化とその背景について、あなたの考えを、  

論点を絞って画用紙の２枚目にまとめてください。 

 

課題２ 

 課題１を踏まえ、もしあなたが小学校の先生だったら、資料１１ 、２２ で取り上げられている問題にどのような形で関わるこ 

とができると思いますか。それを選んだ理由と具体的な対応を中心に、画用紙の３枚目にまとめてください。 

  

課題３の準備 

 後述する課題３のための準備をおこなってください。 

 

第２パート 

課題３（個人発表） 

 課題１と課題２でまとめた画用紙を用いながら、発表してください。一人の発表時間は３分です。 

 

第３パート 

課題４（話し合い） 

 課題３の個人発表を踏まえ、もしあなたが小学校の先生だったら、資料１１ 、２２ で取り上げられている問題にどのような 

形で関わることができると思うか、話し合いをしてください。 

 

 



資料１ 

 

地域が現在直面している政策課題で、特に優先度が高いと考えられるもの（複数回答可、人口規模別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原図の枠線の一部を加工して引用 

出典：環境省「図で見る環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書 平成２７年版」

https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/zu/h27/index.html  （最終アクセス日 2024 年 10 月 3 日） 



資料２ 

 

東京圏における年齢別転入、転出超過数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 典 ： 環 境 省 「 図 で 見 る 環 境 白 書 ・ 循 環 型 社 会 白 書 ・ 生 物 多 様 性 白 書  平 成 ２ ７ 年 版 」

https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/zu/h27/index.html  （最終アクセス日 2024 年 10 月 3 日）



 
 
 

令和 7 年度宮城教育大学学校推薦型選抜 

 

 

 

特別支援教育専攻 

集団面接課題 

  



令和 7 年度宮城教育大学学校推薦型選抜 

特別支援教育専攻 集団面接課題 

試験時間：180 分（休憩を含む） 

 

この場には、特別支援教育について学ぶことに関心があり、将来特別支援教育に携

わる意欲と意思を持っている高校生が集まっています。そこで、皆さんに、特別支援教

育に関する様々なテーマについて、自由に討論してもらいたいと思います。 

その進め方は次の通りです。 

ここに 3 枚のカードがあります。それぞれのカードにはテーマが 1 つ書かれています。

どのカードを引くかは、皆さんに決めてもらいます。1 枚カードを引いたら、そのテーマを

皆さんに示します。そこから、しばらく考えを整理する時間を取ります。メモを取っても構

いません。 

その次に、最初の発言者を決めます。ここにある箱には、1 から１１までの番号の書か

れた札が入っています。ここから私が 1 枚引くので、その番号の人から発言してくださ

い。その後は自由に討論してください。 

時間になったら、討論を終了してください。そして、再び次のテーマ決めを行い、考え

る時間を取って、最初の発言者を決めます。この時、前に引いた番号を戻します。したが

って、再び最初の発言者になる可能性もあるので気をつけて下さい。ただし、最初の発

言者になるのは 2 回までとします。 

3 枚のカードについて討論が終わったら休憩とします。その後の流れについては、休

憩後に説明します。 
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もし特別支援教育が

なかったら 

 

特別支援学校や特別支援学級、通級

による指導がなく、障害の種類やそ

の程度にかかわらず地域の小中学校

などの通常の学級に通う制度だった

ら、学校はどうなるでしょうか。教

師の立場や子どもの立場など、様々

な視点から考えてみましょう。 



2 



知的障害者と選挙 

 

民主主義の基本である選挙の権利

は、誰でも平等に行使できなければ

なりません。「知的障害者と選挙」と

いう課題を挙げた時、何について考

える必要があるでしょうか。 

  



3 



聴覚障害児と音楽科 

 

音楽科教育、つまり、「音楽の授業」

を、聞こえない、聞こえにくい児童

生徒が学ぶということを考えてみま

しょう。 


